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特
別
記
事

速
水
淑
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
本
論
文
の
構
成

　

速
水
淑
子
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
「
ト
ー
マ
ス
・
マ

ン
の
政
治
思
想
―
失
わ
れ
た
市
民
を
求
め
て
」
の
構
成
は
、
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

序
章

　

第
一
節　

問
題
の
所
在
─
市
民
的
人
文
主
義
の
遺
産

　

第
二
節　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
研
究
史
に
お
け
る
本
稿
の
位
置

　

第
三
節　

方
法
─
小
説
家
の
政
治
思
想

第
一
章　

芸
術
家
と
市
民

初
期
作
品
に
お
け
る
市
民
の
諦
念
か
ら
芸
術
家
の
イ
ロ
ニ
ー
へ
の
移
行

　

第
一
節　

マ
ン
ハ
イ
ム
の
「
ロ
マ
ン
化
」
概
念

　

第
二
節　

マ
ン
の
市
民
的
世
界
に
お
け
る
諦
念
の
エ
ー
ト
ス

　

第
三
節　

中
世
都
市
市
民
の
政
治
性

第
四
節　

市
民
（Bürger

）
の
概
念
史
に
お
け
る
マ
ン
の
市
民
像

の
位
置

　

第
五
節　
『
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
ー
グ
家
の
人
び
と
』
に
お
け
る
市
民
像

　

第
六
節　

初
期
作
品
に
お
け
る
市
民
的
世
界
の
崩
壊

　

第
七
節　

市
民
の
「
諦
念
」
か
ら
芸
術
家
の
「
イ
ロ
ニ
ー
」
へ

第
二
章　

共
感
と
政
治

『
非
政
治
的
人
間
の
考
察
』
に
お
け
る
内
面
性
と
政
治
の
分
離

　

第
一
節　
『
非
政
治
的
人
間
の
考
察
』
を
め
ぐ
る
研
究
史

第
二
節　

文
明
に
対
す
る
文
化
の
防
衛
戦
─
『
非
政
治
的
人
間
の
考

察
』
前
史

　

第
三
節　

存
在
へ
の
共
感
と
し
て
の
「
審
美
主
義
」
の
擁
護

　

第
四
節　
「
政
治
的
精
神
」
に
対
す
る
批
判

　

第
五
節　

内
面
的
領
域
と
政
治
の
分
離

　

第
六
節　

イ
ロ
ニ
ー
的
政
治
と
そ
の
矛
盾

第
三
章　

共
和
国
の
エ
ー
ト
ス
を
求
め
て

革
命
期
お
よ
び
『
魔
の
山
』
執
筆
時
に
お
け
る
有
機
体
概
念
の
発
見

　

第
一
節　

マ
ン
の
共
和
国
支
持
を
め
ぐ
る
評
価

　

第
二
節　

フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
の
間
の
ド
イ
ツ

　
　
　
　

─
『
非
政
治
的
人
間
の
考
察
』
か
ら
『
魔
の
山
』
執
筆
再

開
ま
で

　

第
三
節　

西
と
東
（
一
）
─
セ
テ
ム
ブ
リ
ー
ニ
と
シ
ョ
ー
シ
ャ

　

第
四
節　

西
と
東
（
二
）
─
セ
テ
ム
ブ
リ
ー
ニ
と
ナ
フ
タ

第
五
節　

中
間
に
あ
る
ド
イ
ツ
─
ハ
ン
ス
・
カ
ス
ト
ル
プ
の
有
機
体
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論

第
六
節　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
エ
ー
ト
ス
と
し
て
の
「
有
機
体
へ
の
共

感
」

第
四
章　

個
人
と
社
会
（
一
）

教
養
概
念
と
共
同
性
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
精
神
史

　

第
一
節　

内
面
性
と
政
治
の
結
び
つ
き

　

第
二
節　
『
魔
の
山
』
の
教
養
小
説
と
し
て
の
性
格
を
め
ぐ
る
議
論

　

第
三
節　

ガ
ー
ダ
マ
ー
の
教
養
論

　

第
四
節　

ド
イ
ツ
近
代
に
お
け
る
教
養
（Bildung

）
の
概
念
史

　

第
五
節　

デ
ィ
ル
タ
イ
の
教
養
小
説
論

　

第
六
節　

ル
カ
ー
チ
の
教
養
小
説
論

第
五
章　

個
人
と
社
会
（
二
）

『
ゲ
ー
テ
と
ト
ル
ス
ト
イ
』
を
中
心
と
し
た
一
九
二
〇
年
代
の
教
養
論

　

第
一
節　

告
白
と
教
育
の
結
び
つ
き
─
人
間
性
の
体
験

　

第
二
節　

教
養
、
文
化
、
人
間
性
概
念
に
お
け
る
社
会
性
の
喪
失

　

第
三
節　

社
会
主
義
へ
の
期
待

　

第
四
節　

二
つ
の
人
文
主
義

　

第
五
節　

新
し
い
人
文
主
義
の
担
い
手
と
し
て
の
社
会
主
義

　
　
　
　

─
人
文
主
義
の
命
脈
を
め
ぐ
る
問
い
に
対
す
る
各
政
治
思

潮
の
態
度

　

第
六
節　

個
人
と
社
会

第
六
章　

非
合
理
性
と
真
理

「
雪
」
と
「
黄
泉
下
り
」
に
お
け
る
認
識
論
的
探
求
と
物
語
論

　

第
一
節　

非
合
理
主
義
と
ナ
チ
ズ
ム

　

第
二
節　

進
歩
と
し
て
の
反
動
と
反
理
性
主
義

　

第
三
節　

二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
概
観

　

第
四
節　

普
遍
的
原
型

　

第
五
節　

真
理
と
物
語

第
六
節　

非
合
理
性
と
真
理
を
め
ぐ
る
精
神
史
に
お
け
る
マ
ン
の
認

識
論
の
位
置
─
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
マ
ン
ハ
イ
ム
、
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
、
カ
ー
ラ
ー
と
の
比
較
か
ら

第
七
節　

共
通
感
覚
と
形
而
上
学

結
語

参
考
文
献

二
　
内
容
の
紹
介

　

本
論
文
は
ド
イ
ツ
の
作
家
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ワ
イ
マ
ー
ル
期

を
中
心
と
し
た
亡
命
以
前
の
政
治
思
想
を
「
市
民
性
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
序
章
で
は
、
マ

ン
の
思
想
的
足
跡
が
、
普
遍
的
価
値
の
失
わ
れ
た
時
代
に
あ
っ
て
、

失
わ
れ
た
市
民
性
の
エ
ー
ト
ス
を
救
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
観
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
研
究
の
得
失
に
つ
い
て
評
価
が

な
さ
れ
た
後
、
小
説
家
の
政
治
思
想
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き

か
に
つ
い
て
方
法
論
的
考
察
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
で
は
、
出
世
作
『
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
々
』（
一
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九
〇
一
）
か
ら
初
期
の
作
品
群
を
へ
て
、
評
論
『
非
政
治
的
人
間
の

考
察
』（
一
九
一
八
。
以
下
、『
考
察
』
と
略
記
）
に
い
た
る
マ
ン
の

思
想
的
変
遷
が
、「
市
民
」、「
イ
ロ
ニ
ー
」、「
審
美
主
義
」
と
い
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
速
水
君

は
マ
ン
ハ
イ
ム
の
議
論
を
手
掛
か
り
に
、
マ
ン
の
市
民
的
世
界
が
論

理
上
、
政
治
の
契
機
を
要
請
し
、「
存
在
」
の
範
囲
が
共
同
体
の
内

部
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
市
民
（Bürger

）
の

概
念
史
を
た
ど
れ
ば
、
マ
ン
が
市
民
概
念
の
原
型
を
求
め
た
中
世
都

市
市
民
は
、
実
際
は
政
治
的
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
一
八
世
紀

末
以
降
の
中
央
集
権
化
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
中
世
的
な
都
市
市
民
は

政
治
的
な
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。Bürger
と
い
う
語
は
、
マ
ン
の

時
代
に
す
で
に
、
自
治
の
政
治
的
権
利
を
有
す
る
都
市
市
民
の
意
味

よ
り
も
、
政
治
的
役
割
を
持
た
な
い
有
産
階
級
を
意
味
す
る

bourgeois

と
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
私
的
な
有
産
者
を
指
す

Bürger

の
対
立
概
念
は
、
公
的
政
治
的
個
人
を
意
味
す
る

Staatsbürger

あ
る
い
はcitoyen

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
一
般
的

な
言
語
状
況
と
は
異
な
り
、
マ
ン
はBürger

を
、
あ
え
て

bourgeois

と
区
別
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
あ
ら
た
め
て
す
で
に
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
都
市
市
民
の
意
味
と
結
び
付
け
て
用
い
て
い
た
が
、

し
か
し
そ
の
際
、
都
市
市
民
が
本
来
有
し
て
い
た
政
治
性
は
否
定
さ

れ
、
一
八
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
教
養
市
民
の
特
徴
が
取
り
込
ま

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
マ
ン
はBürger

の
概
念
を
一
種
ロ

マ
ン
化
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
救
い
出
そ
う
と
し
た
。
こ
の
ロ
マ
ン
化

の
過
程
で
、
本
来
の
政
治
的
含
意
は
捨
象
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
内

面
的
な
教
養
と
文
化
の
概
念
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
マ
ン
は
こ
の
よ
う
に
中
世
都
市
市
民
を
非
政
治
的
に
解
釈
す
る

こ
と
で
、
本
来
は
共
同
体
の
内
部
に
限
定
さ
れ
て
い
た
「
諦
念
」
の

範
囲
を
無
制
限
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

マ
ン
の
初
期
作
品
は
、
政
治
の
契
機
を
欠
い
た
市
民
的
世
界
の
崩

壊
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
社
会
規
範
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
間

の
乖
離
は
、
自
制
に
よ
っ
て
社
会
規
範
に
適
応
を
試
み
る
人
物
と
、

社
会
的
な
も
の
と
切
り
離
さ
れ
た
内
的
領
域
に
閉
じ
こ
も
る
人
物
と

い
う
二
種
の
登
場
人
物
の
形
姿
に
帰
結
す
る
。
後
者
の
人
々
が
社
会

に
向
け
る
ま
な
ざ
し
が
「
イ
ロ
ニ
ー
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
民
的

な
「
諦
念
」
に
お
け
る
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
対
す
る
肯
定
の
眼
差

し
」
が
、
現
実
か
ら
拒
絶
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
な
お
、
対
象
を
肯

定
し
よ
う
と
す
る
態
度
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、「
イ
ロ
ニ
ー
」
の
前
提
で
あ
る
内
的
領
域
の
自
律
は
、

現
実
に
は
権
力
の
庇
護
を
必
要
と
す
る
。
第
一
次
大
戦
時
に
書
か
れ

た
『
考
察
』
で
は
、
内
的
領
域
と
社
会
的
領
域
の
分
離
が
主
張
さ
れ
、

「
権
力
に
保
護
さ
れ
た
内
面
性
」
の
内
側
で
、「
諦
念
」
と
「
イ
ロ

ニ
ー
」
に
共
通
す
る
「
存
在
す
る
も
の
を
あ
り
の
ま
ま
に
肯
定
す
る
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態
度
」
が
、「
審
美
主
義
」
と
呼
ば
れ
て
擁
護
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
芸
術
の
原
理
で
あ
る
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
へ
の
共
感
」
は
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
政
治
の
原
理
と
し
て
の
「
善
悪
を
判
断

す
る
精
神
」
と
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
で
考
察
さ
れ
て
い
る
の
は
『
非
政
治
的
人
間
の
考
察
』
に

お
け
る
「
共
感
」
と
「
政
治
」
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
は
『
考
察
』

に
お
い
て
「
政
治
的
精
神
」
と
、
非
政
治
的
な
も
の
と
し
て
の
「
共

感
す
る
精
神
」
の
対
立
構
造
が
示
さ
れ
、
マ
ン
が
前
者
に
対
し
て
後

者
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
政
治
的
精
神
」

が
善
悪
を
峻
別
し
、
暴
力
を
も
厭
わ
ず
悪
に
反
対
す
る
の
に
対
し
、

「
存
在
へ
の
共
感
」
は
、
危
険
で
有
害
な
も
の
に
も
心
を
ひ
ら
き
あ

り
の
ま
ま
の
現
実
を
肯
定
す
る
。
マ
ン
は
「
共
感
す
る
精
神
」
を
現

実
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
擁
護
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

マ
ン
は
、
歴
史
を
「
民
族
生
活
」、「
近
代
国
家
」、「
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
の
三
段
階
に
区
分
す
る
。「
民
族
生
活
」
は
、
存
在
へ
の
共

感
が
そ
の
ま
ま
社
会
の
原
理
で
あ
り
え
た
幸
福
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
が
あ
り
え
な
い
も
の
と
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
マ

ン
は
内
面
的
領
域
と
政
治
を
切
り
離
し
、
前
者
に
お
い
て
「
共
感
す

る
精
神
」
を
守
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
内
面
的
領
域
の
政

治
化
と
み
な
さ
れ
る
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
拒
絶
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

続
く
第
三
章
で
は
マ
ン
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
と
は
相
容
れ
な
い

と
も
思
わ
れ
る
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
支
持
の
姿
勢
が
考
察
の
対
象
と

さ
れ
て
い
る
。

　
『
考
察
』
執
筆
の
あ
い
だ
中
断
し
て
い
た
『
魔
の
山
』
の
執
筆
を

一
九
一
九
年
四
月
か
ら
再
開
し
た
マ
ン
は
、
一
九
二
一
年
五
月
に
そ

の
第
一
部
を
完
成
さ
せ
る
。
そ
の
約
一
年
後
の
一
九
二
二
年
一
〇
月

に
、
マ
ン
は
「
ド
イ
ツ
共
和
国
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
有
名
な
講
演

で
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
を
支
持
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
マ
ン
は
し
ば
し
ば
、
本
心
で
は
君
主
制
の
存
続

を
望
ん
で
い
た
が
、
他
に
選
択
肢
が
な
い
が
ゆ
え
に
、
不
可
避
の
運

命
と
し
て
共
和
国
を
容
認
し
た
「
理
性
の
共
和
主
義
者
」
と
呼
ば
れ

て
き
た
。
し
か
し
速
水
君
は
新
し
く
生
ま
れ
た
共
和
国
に
対
し
て
、

マ
ン
が
数
年
を
か
け
て
新
生
共
和
国
の
感
情
的
な
基
礎
を
求
め
て
、

そ
の
思
想
世
界
を
完
全
に
再
構
築
し
た
と
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
速
水

君
が
注
目
す
る
の
は
『
考
察
』
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
的
ロ
シ
ア
と
ト
ル
ス
ト
イ
的
ロ
シ
ア
と
い
う
二
つ
の
ロ
シ

ア
像
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
半
ば
か
ら
一
九
一
九
年
前
半
に
か
け
て

の
体
制
移
行
期
に
、
マ
ン
は
一
方
で
ロ
シ
ア
の
な
か
に
、
ア
ナ
ー
キ

ズ
ム
的
エ
ー
ト
ス
を
そ
の
基
礎
に
持
つ
共
産
主
義
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

独
裁
を
見
出
し
た
。
そ
の
他
方
で
フ
ラ
ン
ス
の
な
か
に
個
人
主
義
と

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
エ
ー
ト
ス
に
基
づ
く
議
会
主
義
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を

見
出
し
た
マ
ン
は
、
ド
イ
ツ
が
そ
の
ど
ち
ら
と
も
異
な
る
新
し
い
政
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治
体
制
を
実
現
す
る
こ
と
に
期
待
を
か
け
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
も
ロ
シ

ア
と
も
異
な
る
ド
イ
ツ
に
独
自
の
政
治
を
求
め
る
と
い
う
課
題
は
、

ド
イ
ツ
革
命
の
経
験
を
通
じ
て
一
九
二
〇
年
ま
で
に
さ
ら
に
明
確
化

さ
れ
て
い
く
。
そ
の
ひ
と
つ
の
証
左
を
速
水
君
は
『
魔
の
山
』
の
な

か
に
見
出
す
。
前
半
で
は
死
や
背
徳
に
ま
で
心
を
開
く
、
キ
リ
ス
ト

教
的
博
愛
を
体
現
し
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
的
ロ
シ
ア
と
し
て
の

シ
ョ
ー
シ
ャ
と
理
性
・
進
歩
・
啓
蒙
あ
る
い
は
普
遍
的
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
を
体
現
す
る
文
明
の
文
士
と
し
て
の
セ
テ
ム
ブ
リ
ー
ニ
と
の
あ

い
だ
で
主
人
公
ハ
ン
ス
・
カ
ス
ト
ル
プ
は
独
自
の
哲
学
的
政
治
的
立

場
を
獲
得
す
る
。
し
か
し
『
魔
の
山
』
の
後
半
で
は
徹
底
し
た
懐
疑

主
義
に
立
ち
、
共
産
主
義
の
暴
力
革
命
を
夢
見
る
ト
ル
ス
ト
イ
的
ロ

シ
ア
と
し
て
の
ナ
フ
タ
と
セ
テ
ム
ブ
リ
ー
ニ
の
あ
い
だ
で
カ
ス
ト
ル

プ
は
煩
悶
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ハ
ン
ス
・
カ
ス
ト
ル

プ
の
立
場
は
三
つ
の
次
元
を
有
し
て
い
る
。
第
一
に
、
物
質
は
精
神

（
理
性
）
の
過
剰
な
昂
進
、
逸
楽
と
愛
の
表
現
で
あ
り
、
生
命
（
形

式
・
肉
体
）
は
物
質
の
、
病
気
と
死
は
生
命
の
過
剰
な
表
現
で
あ
る

と
い
う
宇
宙
論
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
有
機
体
の
一
種
で
あ
る

人
間
の
生
命
は
理
性
か
ら
生
じ
逸
楽
へ
と
解
体
す
る
そ
の
つ
か
の
ま

に
存
在
す
る
と
い
う
人
間
論
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
原
子
的
な

個
人
か
ら
生
ま
れ
、
逸
楽
と
混
沌
へ
と
解
体
す
る
誘
惑
に
抵
抗
し
て

有
機
体
へ
の
共
感
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
の
が
人
間
の
共
同
体
で
あ

る
と
す
る
共
同
体
論
で
あ
る
。
ハ
ン
ス
・
カ
ス
ト
ル
プ
は
こ
の
よ
う

な
人
間
像
と
共
同
体
の
類
比
か
ら
、
個
人
の
尊
厳
を
解
体
す
る
神
秘

主
義
的
共
同
体
と
し
て
の
共
産
主
義
的
恐
怖
政
治
と
、
原
子
的
個
人

主
義
と
し
て
の
自
由
主
義
的
議
会
政
治
の
中
間
に
ド
イ
ツ
独
自
の
あ

り
方
と
し
て
の
理
想
の
共
同
体
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
か
つ
て
マ
ン

が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
反
対
し
、
内
面
的
領
域
と
政
治
の
分
離
を
主
張

し
て
い
た
の
は
、
個
人
的
内
面
的
領
域
が
政
治
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
個
人

性
と
共
同
性
を
両
立
さ
せ
う
る
エ
ー
ト
ス
を
見
出
し
た
こ
と
で
、
マ

ン
は
政
治
と
内
面
的
領
域
の
統
合
を
可
能
な
ら
し
め
る
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
章
お
よ
び
第
五
章
で
分
析
さ
れ
て
い
る
の
は
マ
ン
に
お
い
て

内
面
性
と
政
治
を
結
び
付
け
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
「
教
養

（Bildung

）」
と
「
人
間
性
（H

um
anität

）」
の
概
念
で
あ
る
。
速

水
君
は
ま
ず
ガ
ー
ダ
マ
ー
の
議
論
を
手
掛
か
り
に
教
養
と
共
同
性
の

関
連
を
め
ぐ
る
精
神
史
的
伝
統
を
よ
り
広
い
文
脈
か
ら
検
討
す
る
。

「
教
養
」、「
文
化
」、「
趣
味
」
と
い
っ
た
人
文
主
義
的
諸
概
念
は
、

個
人
と
共
同
体
の
弁
証
法
的
な
運
動
を
実
際
に
担
い
、
あ
る
い
は
少

な
く
と
も
担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
き
た
。
個
人
的
内
面
的
な
自
己

涵
養
と
社
会
的
連
帯
に
向
け
た
共
同
性
の
獲
得
と
い
う
一
見
相
反
す

る
過
程
は
「
教
養
」
の
概
念
史
に
お
い
て
矛
盾
を
は
ら
み
つ
つ
も
共
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存
し
て
き
た
が
、
二
〇
世
紀
初
め
に
は
「
教
養
」
は
社
会
的
意
義
を

失
い
も
っ
ぱ
ら
個
人
的
内
面
的
概
念
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
速
水
君
は
そ
こ
で
マ
ン
の
立
場
を
鮮
明
に
す
る
目
的
で
デ
ィ

ル
タ
イ
と
ル
カ
ー
チ
の
教
養
小
説
論
を
比
較
分
析
の
俎
上
に
の
せ
る
。

人
文
主
義
の
理
想
が
形
骸
化
し
、
そ
の
失
効
と
終
焉
が
語
ら
れ
出
し

た
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
著
さ
れ
た
ル
カ
ー
チ
と
デ
ィ

ル
タ
イ
の
教
養
小
説
論
は
、
と
も
に
教
養
小
説
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

個
人
の
内
的
完
成
と
社
会
性
の
両
立
、
す
な
わ
ち
個
人
の
社
会
に
お

け
る
自
己
完
成
の
困
難
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
マ
ン
は
『
ゲ
ー
テ
と
ト
ル
ス
ト
イ
』（
一
九
二
一
）、「
告
白
と

教
育
」（
一
九
二
二
）
に
お
い
て
教
養
の
前
提
で
あ
り
目
標
で
も
あ

る
共
同
性
の
復
活
に
期
待
を
寄
せ
る
。
そ
の
過
程
で
マ
ン
は
政
治
思

潮
と
し
て
の
「
社
会
主
義
」
と
政
治
体
制
と
し
て
の
ワ
イ
マ
ー
ル
共

和
国
に
そ
の
可
能
性
を
読
み
取
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
通
説
的
に
語
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
そ
こ
に
マ
ン
の
「
変
節
」
を
読
み
取
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
の
が
速
水
君
の
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
養
の
土
壌

と
な
る
べ
き
既
存
の
価
値
秩
序
が
崩
壊
し
、「
個
人
」
や
「
人
格
」

の
概
念
さ
え
も
疑
義
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
世
界
で
、
教
養

が
拠
り
所
と
す
る
普
遍
性
を
再
び
見
出
す
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。
こ
う
し
た
普
遍
性
は
本
来
、
具
体
的
な
慣
習
的
存
在
に
よ
っ
て

あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
マ
ン
は
最
終
的
に
は
教
養
が
依
拠
す
べ
き
普
遍
性
を
、

現
象
の
世
界
と
は
別
の
形
而
上
的
な
世
界
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
試
み
が
、
最
終
章
に
お
け
る
マ
ン
の
「
真
理
」
を
め
ぐ
る
試
み

と
し
て
分
析
さ
れ
る
。

　

第
六
章
で
試
み
ら
れ
て
い
る
の
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

政
治
思
想
史
に
お
け
る
二
つ
の
キ
ー
・
コ
ン
セ
プ
ト
と
も
い
え
る

「
非
合
理
性
」
と
「
真
理
」
に
関
す
る
マ
ン
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
を
当
時
の
精
神
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ

る
。

　

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
学
問
諸
分
野
に
お
い
て
は
、

合
理
的
推
論
で
は
完
全
に
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
世
界
の
非
合

理
的
な
要
素
を
、
そ
の
非
合
理
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
問
と
し
て
理

解
す
る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
問
い
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。
合
理
主

義
へ
の
不
信
感
と
そ
の
裏
返
し
と
し
て
の
非
合
理
主
義
は
時
代
の
精

神
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ナ
チ
ズ
ム
台
頭
の
精
神
的
土
壌
を
用
意
し
た

こ
と
は
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
マ
ン
は
、
ブ

ロ
ッ
ホ
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
、
マ
ン
ハ
イ
ム
な
ど
の
同
時
代
の
知
識
人
と

同
じ
く
、
み
ず
か
ら
の
非
合
理
性
へ
の
関
心
を
の
ち
に
ナ
チ
ズ
ム
に

流
れ
込
ん
で
ゆ
く
反
理
性
主
義
に
対
抗
す
る
た
め
の
武
器
と
し
て
用

い
よ
う
と
し
た
。

　

非
合
理
性
と
真
理
に
関
す
る
マ
ン
の
見
解
を
検
討
す
る
に
際
し
、
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速
水
君
が
注
目
す
る
の
は
『
魔
の
山
』
に
お
け
る
「
雪
」、
お
よ
び

『
ヨ
セ
フ
と
そ
の
兄
弟　

ヤ
コ
ブ
物
語
』
に
お
け
る
「
黄
泉
下
り
」

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。「
雪
」
と
「
黄
泉
下
り
」
は
と
も
に
、
啓

蒙
的
な
意
志
と
結
び
付
い
た
非
合
理
主
義
の
可
能
性
を
探
り
、
人
間

が
拠
る
べ
き
価
値
基
準
が
失
わ
れ
た
時
代
に
あ
っ
て
新
た
に
人
間
性

の
真
理
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

展
開
さ
れ
た
の
は
、
完
全
に
は
克
服
さ
れ
え
な
い
非
合
理
性
の
存
在

を
認
識
し
つ
つ
も
、
理
性
の
力
で
そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
人
間

像
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
間
像
に
到
達
す
る
た
め
に
マ
ン
は
科
学

的
実
証
主
義
と
も
主
意
主
義
的
決
断
主
義
と
も
異
な
る
第
三
の
可
能

性
と
し
て
、
夢
や
陶
酔
と
い
っ
た
非
合
理
性
の
世
界
に
人
間
が
規
範

と
し
て
仰
ぐ
べ
き
普
遍
的
な
原
型
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
論
的
な

立
場
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
。
現
象
世
界
を
仮
象
と
と
ら
え
形
而
上

的
世
界
に
普
遍
的
真
理
が
存
在
す
る
と
す
る
こ
う
し
た
マ
ン
の
立
場

は
、
非
合
理
性
を
認
め
つ
つ
も
真
理
を
現
象
界
に
限
定
す
る
ウ
ェ
ー

バ
ー
や
マ
ン
ハ
イ
ム
の
社
会
学
的
試
み
か
ら
は
区
別
さ
れ
る
。
し
か

し
こ
の
よ
う
な
形
而
上
的
真
理
概
念
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
カ
ー
ラ
ー

ら
同
時
代
の
思
想
家
に
広
く
見
ら
れ
、
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
シ
ョ
ー

ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
カ
ン
ト
、
プ
ラ
ト
ン
と
も
共
通
し
て
い
る
。
た
だ

し
マ
ン
の
見
解
は
、
合
理
性
の
世
界
と
非
合
理
性
の
世
界
を
融
合
し
、

直
観
的
認
識
の
み
を
重
視
す
る
カ
ー
ラ
ー
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
合

理
性
の
世
界
と
非
合
理
性
の
世
界
は
つ
ね
に
緊
張
関
係
に
あ
る
と
考

え
る
点
で
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
共
通
し
て
い
る
と
見
る
の
が
速
水
君
の
解

釈
で
あ
る
。

三
　
評
価

　

本
論
文
で
速
水
君
が
試
み
て
い
る
の
は
、
依
拠
す
べ
き
政
治
的
・

倫
理
的
価
値
尺
度
の
不
在
と
い
う
二
〇
世
紀
初
頭
ド
イ
ツ
に
お
け
る

社
会
的
思
想
的
状
況
の
も
と
で
、
共
和
主
義
的
エ
ー
ト
ス
の
不
在
、

お
よ
び
の
ち
に
ナ
チ
ズ
ム
に
流
れ
込
む
よ
う
な
反
理
性
主
義
の
擡
頭

と
い
う
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
が
抱
え
て
い
た
政
治
的
課
題

へ
の
応
答
と
し
て
、
マ
ン
の
思
想
を
読
み
解
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
二

〇
世
紀
政
治
思
想
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
は
、
共
通
の
価
値
尺
度
が

失
わ
れ
た
社
会
に
お
い
て
、
そ
れ
で
も
い
か
に
し
て
政
治
的
倫
理
的

判
断
基
準
を
獲
得
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
マ
ン
が
取
り
組
ん
だ
の
も
ま
さ
に
こ
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

速
水
君
は
マ
ン
の
知
的
格
闘
の
軌
跡
を
丹
念
に
追
い
つ
つ
、
マ
ン

が
市
民
的
世
界
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
時
期
は
個

人
の
内
面
的
領
域
と
政
治
権
力
を
切
り
離
す
こ
と
を
主
張
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
、
両
者
の
統
合
を
訴
え
る
に
い
た
り
、
そ
の
際
個
人
主

義
と
共
和
主
義
の
エ
ー
ト
ス
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
人
文
主
義
的

「
教
養
」
概
念
の
復
権
を
目
指
し
、
同
時
に
そ
れ
を
基
礎
付
け
る
独
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自
の
宇
宙
論
、
人
間
論
、
認
識
論
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
解

釈
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ン
の
思
想
遍
歴
に
縦
糸
を
貫
こ
う
と

す
る
。

　

先
行
研
究
で
は
こ
う
し
た
マ
ン
の
「
思
想
的
変
節
」
は
、
現
実
政

治
と
時
局
に
疎
い
「
無
知
な
魔
術
師
」（Golo M

ann

）
と
し
て
描

き
出
さ
れ
る
か
、
ナ
チ
ス
に
抵
抗
し
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
擁
護
し
た

「
政
治
的
作
家
」（K

urt Sontheim
er

）
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
速
水
君
は
、
マ
ン
の
小
説
と
論
説
の
大
部
分
が
時
局

へ
の
自
覚
的
な
応
答
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、「
政
治
的
作
家
」

と
し
て
の
マ
ン
像
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
多

く
の
先
行
研
究
（
た
と
え
ば
浜
田
泰
弘
『
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
政
治
思

想
研
究
』やFrank Fechner, T

hom
as M

ann und die Dem
okratie

）

が
そ
う
し
て
き
た
よ
う
に
、
マ
ン
の
論
説
に
依
拠
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
小
説
作
品
の
分
析
に
力
点
を
お
き
、
し
か
も
小
説
の
個
別
の
叙

述
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
作
品
構
造
の
分
析
か
ら
マ
ン
の
政
治
的
意
図

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
独
創
的
で
あ
る
。

　

速
水
君
の
独
創
性
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
は
、
小
説

『
魔
の
山
』
の
「
雪
」
と
『
ヨ
セ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
』
で
の
「
黄

泉
下
り
」
に
、
日
常
世
界
と
は
異
な
る
闇
と
死
の
世
界
を
訪
れ
、
そ

こ
で
新
た
な
生
の
認
識
を
獲
得
し
て
帰
還
す
る
と
い
う
共
通
の
物
語

構
造
を
見
出
し
、
そ
こ
か
ら
マ
ン
の
認
識
論
的
立
場
を
読
み
取
ろ
う

と
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
両
作
品
に
お
い
て
マ
ン
は
、「
物
語

（Erzählung

）」
と
い
う
手
法
を
用
い
て
、
独
特
の
宇
宙
論
と
人
間

論
を
世
界
の
「
原
型
」
な
い
し
「
真
理
」
と
し
て
展
開
す
る
。
そ
の

際
に
マ
ン
は
こ
の
「
原
型
」
を
経
験
的
世
界
で
は
な
く
非
合
理
的
な

夢
や
陶
酔
の
な
か
で
は
じ
め
て
把
握
で
き
る
も
の
と
位
置
付
け
て
い

た
。
速
水
君
は
、
マ
ン
が
こ
の
よ
う
な
認
識
論
を
通
じ
て
、
理
性
の

限
界
と
非
合
理
的
な
も
の
に
向
け
ら
れ
た
当
時
の
人
々
の
関
心
に
応

え
つ
つ
も
、
そ
れ
で
も
「
真
理
」
概
念
の
有
効
性
と
人
間
に
お
け
る

理
性
の
意
義
を
主
張
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
政
治
的
危
険
を
は
ら
む

反
理
性
主
義
を
批
判
し
そ
の
陥
穽
に
陥
る
こ
と
を
免
れ
え
た
の
だ
と

論
じ
て
い
る
。

　

速
水
君
が
本
論
文
の
中
心
に
す
え
て
い
る
マ
ン
の
「
市
民
性
」
概

念
は
、
毀
誉
褒
貶
相
半
ば
す
る
か
た
ち
で
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
論

じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
両
立
し
え
な
い
混
乱
し
た
解
釈
状
況
（
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
性
Ｖ
Ｓ
反
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
性
、
非
政
治
性
Ｖ
Ｓ
政
治
性
、
啓

蒙
主
義
Ｖ
Ｓ
ロ
マ
ン
主
義
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
多
元
的
思
考
Ｖ
Ｓ
義

務
観
念
等
）
に
あ
る
。
そ
う
し
た
マ
ン
解
釈
の
対
立
・
混
乱
状
況
に

対
し
て
、
速
水
君
は
マ
ン
の
市
民
性
理
解
を
ド
イ
ツ
に
特
有
の
「
市

民
」（Bürger

）
の
概
念
史
に
位
置
付
け
る
こ
と
か
ら
出
発
さ
せ
て

理
解
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

の
は
マ
ン
の
「
市
民
」
が
同
時
代
の
通
常
の
用
語
法
か
ら
乖
離
し
て
、
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予
定
調
和
的
世
界
に
お
け
る
非
政
治
的
な
存
在
と
し
て
規
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
市
民
理

解
が
ゆ
え
に
、
マ
ン
は
現
実
の
政
治
状
況
と
向
き
合
う
な
か
で
失
わ

れ
た
、
否
、
実
際
に
は
存
在
し
た
こ
と
の
な
い
市
民
的
世
界
を
実
現

す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
的
装
置
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
個
人
と
社
会
の
調
和
的
あ
り
方
を
可
能
に
す

る
「
共
和
国
の
エ
ー
ト
ス
」
を
求
め
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
マ
ン
独
特
の
宇
宙
論
、
人
間
論
、
認
識
論

で
あ
る
。
マ
ン
は
そ
れ
を
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
伝
統
に
結
び
付
け
、

個
人
と
社
会
の
媒
介
と
し
て
の
教
養
の
復
権
を
訴
え
た
。「
教
養

（Bildung

）」
概
念
は
「
共
通
感
覚
（sensus com

m
unis

）」、「
判

断
力
（U

rteilskraft

）」、「
趣
味
（Geschm

ack
）」
と
い
っ
た
人

文
主
義
的
概
念
と
と
も
に
、
慣
習
的
な
共
同
存
在
と
個
人
の
相
互
性

を
表
し
規
定
し
て
き
て
い
た
。
し
か
し
神
秘
主
義
の
伝
統
を
汲
む
教

養
概
念
は
、
内
面
的
自
己
涵
養
の
理
想
と
も
深
く
結
び
付
い
て
お
り
、

こ
れ
が
教
養
の
社
会
的
側
面
と
し
ば
し
ば
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
教
養
は
社
会
的
政
治
改
革
の
理

想
と
結
び
付
い
て
い
た
が
、
三
月
革
命
が
失
敗
に
終
わ
り
市
民
層
が

非
政
治
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
個
性
と
内
面
性
へ
の

志
向
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
古
典
教
育
の
比
重

が
増
す
に
つ
れ
一
九
世
紀
末
に
は
完
全
に
社
会
的
徳
の
性
格
を
失
っ

た
単
な
る
学
識
へ
と
形
骸
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
教
養
の
ペ
シ
ミ
ズ

ム
の
時
代
に
あ
っ
て
、
マ
ン
は
あ
え
て
教
養
概
念
が
本
来
有
し
て
い

た
社
会
と
個
人
の
媒
介
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し
、
そ
れ
を
み
ず
か

ら
の
宇
宙
論
、
人
間
論
、
認
識
論
と
結
び
付
い
た
「
新
し
い
人
文
主

義
」
と
し
て
訴
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
実
現
不
可
能
な
ユ
ー
ト

ピ
ア
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
、
速
水
君
の
最
終
的
な
マ
ン
に
対
す
る
評

価
は
厳
し
い
。

　

さ
ら
に
本
論
文
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
小
説
家
の
政
治
思

想
を
扱
う
、
そ
の
速
水
君
独
特
の
方
法
で
あ
る
。
速
水
君
は
、
ま
ず

論
説
、
私
信
、
日
記
を
手
掛
か
り
に
同
時
代
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
照

ら
し
て
マ
ン
の
向
き
合
っ
て
い
た
思
想
的
社
会
的
政
治
的
課
題
を
同

定
し
、
次
に
そ
の
問
い
へ
の
答
え
を
論
説
と
小
説
作
品
の
双
方
を
手

掛
か
り
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
小
説
中
の
答

え
を
た
だ
ち
に
マ
ン
自
身
の
見
解
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
速
水
君

は
そ
れ
を
マ
ン
の
世
界
の
把
握
の
仕
方
の
一
部
で
あ
る
価
値
中
立
的

な
「
型
」
と
し
て
扱
お
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
「
型
」
は
常
に
複
数
、

併
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
対
し
て
マ
ン
が
ど
の
よ

う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
か
は
、
今
度
は
小
説
で
は
な
く
論
説
、
私

信
、
日
記
を
手
掛
か
り
に
し
て
解
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
論

説
で
は
断
片
的
に
し
か
表
現
さ
れ
て
い
な
い
マ
ン
の
見
解
の
「
型
」

を
、
小
説
の
構
造
や
登
場
人
物
と
語
り
手
の
発
言
に
よ
っ
て
補
足
す
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る
と
い
う
方
法
論
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
析

手
法
は
本
論
文
で
扱
わ
れ
て
い
る
マ
ン
研
究
を
超
え
て
、
文
学
作
品

と
文
学
者
の
政
治
思
想
的
位
置
付
け
を
分
析
す
る
新
し
い
手
法
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
論
文
は
構
想
力
、
理
論
構
成
、

独
創
性
の
点
に
お
い
て
非
常
に
優
れ
て
お
り
、
マ
ン
研
究
の
進
展
に

大
い
に
貢
献
す
る
も
の
と
い
え
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
高
く
評
価

で
き
る
一
方
で
、
問
題
や
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
、
そ

れ
ら
を
指
摘
す
る
。

　

ま
ず
は
、
い
さ
さ
か
テ
ク
ニ
カ
ル
な
、
な
い
し
形
式
的
な
点
で
あ

る
が
、
本
論
文
で
は
不
注
意
な
誤
植
や
、
本
文
と
注
の
あ
い
だ
に
明

ら
か
な
不
整
合
（
た
と
え
ば
一
六
一
〜
二
頁
で
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
つ
い

て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
注
で
示
さ
れ
て
い
る
典
拠
は
す
べ
て

マ
ン
ハ
イ
ム
と
さ
れ
て
い
る
）
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ア

レ
ス
・
ミ
ス
テ
イ
ク
は
せ
っ
か
く
の
論
文
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で

あ
り
、
本
論
文
が
書
物
の
か
た
ち
で
公
刊
さ
れ
る
段
階
で
、
完
全
に

除
去
さ
れ
る
こ
と
を
審
査
員
一
同
は
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
内
容
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
速
水
君
の
こ
の
論
文
か
ら
も
窺

い
知
れ
る
の
は
、
思
想
の
内
在
的
理
解
・
批
判
と
外
在
的
理
解
、
あ

る
い
は
外
在
的
批
判
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
る
こ
と
が
可

能
か
と
い
う
、
思
想
研
究
固
有
の
難
し
さ
で
あ
る
。
内
在
的
理
解
に

固
執
し
て
し
ま
え
ば
研
究
対
象
で
あ
る
思
想
家
へ
の
思
い
入
れ
が
ゆ

え
に
そ
の
思
想
と
距
離
を
お
き
、
突
き
放
し
て
相
対
化
す
る
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
逆
に
思
想
を
一
種
、
知
識
社
会
学

的
に
と
ら
え
、
当
時
の
時
代
状
況
や
そ
の
思
想
家
の
社
会
的
位
置
の

函
数
と
し
て
そ
れ
を
と
ら
え
て
し
ま
え
ば
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
と

は
な
り
え
て
も
思
想
理
解
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、
思
想
の
自
律
性
も
意

義
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
意
味
で
第
六
章
の
結
び
と
し
て
速
水

君
が
記
し
て
い
る
次
の
よ
う
な
ま
と
め
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
用
い
な
が
ら
マ
ン
の
苦
悩
に
満
ち
た
思
想
遍
歴
を
辿
っ
て
き
た

結
論
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
か
疑
問
で
あ
る
。
速
水
君
は
書
く
。

「『
形
而
上
的
』
真
理
の
概
念
は
、
歴
史
上
し
ば
し
ば
、
真
理
に
関
す

る
『
共
通
感
覚
』
的
な
理
解
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
時
代
に
前
面
に
出
て

く
る
。
さ
ら
に
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
形
而
上
的
真
理

の
内
容
と
し
て
主
張
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
失
墜
し
つ
つ
あ
る
共
通

感
覚
的
価
値
体
系
で
あ
る
。
た
と
え
ば
プ
ラ
ト
ン
が
、
唯
物
論
の
脅

威
に
抗
し
て
（
中
略
）
イ
デ
ア
を
主
張
し
、
カ
ン
ト
が
、
趣
味
の
多

様
性
が
論
じ
ら
れ
、
趣
味
の
も
つ
規
範
的
道
徳
的
含
意
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
時
代
に
、
趣
味
を
超
越
的
な
美
的
判
断
力
と
し
て
主
張
し
た

よ
う
に
、
マ
ン
の
『
形
而
上
的
』
真
理
も
、
前
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
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自
明
で
あ
っ
た
価
値
基
準
、
す
な
わ
ち
人
文
主
義
に
支
え
ら
れ
た
市

民
層
の
価
値
基
準
（
中
略
）
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に

消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
共
通
感
覚
的
な
価
値
基
準
を
形
而
上
的
真

理
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
三
人
の
思
想
家
は
共
通
し

て
、
そ
れ
を
時
代
の
変
化
か
ら
救
い
出
そ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に

み
る
と
き
、
彼
ら
の
試
み
は
、
論
理
的
要
請
と
い
う
よ
り
も
、
む
し

ろ
実
践
的
意
図
に
基
づ
い
た
保
守
的
思
考
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
」

（
一
六
五
頁
）。

　

ま
た
そ
の
こ
と
と
若
干
関
連
す
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
の

す
え
に
最
終
的
に
は
固
有
の
非
合
理
性
と
形
而
上
的
な
真
理
の
概
念

に
行
き
つ
き
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
擁
護
と

い
う
マ
ン
の
新
た
な
政
治
的
ス
タ
ン
ス
と
連
動
す
る
と
速
水
君
は
分

析
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
速
水
君
が
展
開
し
て
い
る
ロ
ジ
ッ
ク

は
自
明
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
に
し
て
マ
ン
の
こ
の
よ
う
な
真
理
観

が
彼
の
共
和
国
な
い
し
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
擁
護
に
結
び
付
く
の
か
、
そ

の
内
的
必
然
性
が
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
速
水
君
自
身
が
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、「
マ
ン
の
物
語
論
に
お
い
て
真
理
が
限
ら
れ
た

人
々
に
の
み
知
ら
れ
る
何
か
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
少
数
者
支
配
を
肯

定
す
る
手
段
と
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、「『
真
理
』
を
僭
称
す

る
恣
意
的
な
権
力
行
使
に
道
を
開
く
論
理
と
し
て
も
用
い
ら
れ
う

る
」（
一
六
四
頁
）
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ナ
チ
ズ
ム
へ
の
抵
抗
と

共
和
国
擁
護
の
原
理
で
は
な
く
、
そ
の
逆
の
も
の
に
も
な
り
え
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
マ
ン
が
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
支
持
を
明
言

し
た
「
ド
イ
ツ
共
和
国
に
つ
い
て
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
有
機

体
」
に
し
て
も
、
そ
れ
が
「
形
式
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
義
務
の
総

体
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
と
き
、
違
和
感
を
覚
え
る
読
者
も
出
て

こ
よ
う
。
形
式
や
義
務
は
有
機
体
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
も
い
え
る
し
、

ま
た
有
機
体
に
訴
え
る
の
は
通
常
「
右
派
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
速
水

君
の
趣
旨
は
こ
の
有
機
体
へ
の
共
感
が
マ
ン
に
お
け
る
個
人
性
と
社

会
意
識
と
を
両
立
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
点
に
あ
る
が
、

有
機
体
、
あ
る
い
は
国
家
有
機
体
説
の
ご
と
き
も
の
が
政
治
思
想
史

上
多
分
に
問
題
を
は
ら
む
概
念
だ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
な
る
ほ

ど
そ
れ
が
マ
ン
に
あ
っ
て
は
共
和
国
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
機
能
さ
せ

る
エ
ー
ト
ス
を
涵
養
す
る
も
の
だ
っ
た
に
し
て
も
、
も
う
少
し
批
判

的
な
吟
味
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
問
題
や
課
題
は
残
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
の
本

論
文
の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
本
論
文
が
頗

る
独
創
的
で
高
い
水
準
に
あ
る
内
容
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
を
博
士
（
法
学
）（
慶
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應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
、
そ

の
旨
を
こ
こ
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。
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学
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学
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